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１  �

メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
C
B
T
）

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
C
B
T
）
は
特
に
小
規
模
観

光
地
観
光
開
発
計
画
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

型
ア
プ
ロ
ー
チ
の
在
り
方
を
示
し
て
い

る
。
C
B
T
の
概
念
は
当
初
１
９
５
０

年
代
に
地
域
振
興
の
方
法
論
と
し
て

議
論
さ
れ
た
が
、
実
際
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
で
あ
っ
た
。
１
９
６
０
年
代
か
ら

１
９
７
０
年
代
に
か
け
て
、
国
際
連

合
は
C
B
T
を
推
進
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
り
、
慈
善
的

支
援
性
を
払
拭
し
、
地
域
の
教
育
を

発
展
さ
せ
た
。
１
９
９
０
年
代
に
は
、

C
B
T
は
地
域
観
光
へ
の
住
民
参
加

の
中
心
と
な
り
、
観
光
研
究
の一
分
野

と
な
っ
た
。
２
０
０
０
年
代
の
初
め
ま

で
に
は
C
B
T
は
経
営
哲
学
と
な
り

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
連
携

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
C
B
T
は
小
規
模
観
光
地
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
定
義
さ
れ
、
そ
の
地
域
の
住
民
が
計
画
し
、経

営
し
、
所
有
し
て
お
り
、
観
光
で
得
ら
れ
た
利
益
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

ー
の
構
成
員
に
公
平
に
分
配
さ
れ
る
。
C
B
T
の
原
則
は
、
地
域

の
経
済
や
社
会
や
環
境
を
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

メ
ー
カ
ム
ポ
ン
は
、
チ
ェン
マ
イ
県
メ
ー
オ
ン
地
方
の
小
さ
な
高
地

森
林
茶
栽
培
村
で
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

村
の
発
展
の
ツ
ー
ル
と
す
る
ミ
ヤ
ン
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
一つ
で
あ
る

（
図
１
）。
こ
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
は
１
０
０
年
以
上
前
に
、
森
林
茶

栽
培
の
地
を
求
め
た
ド
ー
イ
サ
ケ
ッ
ト
地
方
か
ら
の
移
住
民
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
が
、
１
９
１
４
年
に
正
式
に
設
立
さ
れ
た
。
２
０
１
１

年
時
点
で
、
全
村
で
１
３
２
世
帯
３
８
６
人
の
規
模
で
あ
り
、
労

働
人
口
の
大
半
が
ミ
ヤ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
。

だ
が
、
ミ
ヤ
ン
の
需
要
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
森
林
茶
栽
培
の

土
地
も
放
棄
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
若
い
世
代
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
、
都
市
部
に
仕
事
を
求
め
て
移
住
す
る
よ
う
に
な

り
、
土
地
は
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
収
入
を
生
み
出
す

土
地
の
再
活
用
を
進
め
る
た
め
に
、
２
０
０
０
年
に
村
の
観
光
施

策
が
正
式
に
始
ま
っ
た
。

　

メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
の
30
世
帯
以
上
が
、
C
B
T
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
観
光
事
業
に
参
画
し
て
い
る
。
観
光
収
入
は
、
地
域
の
協
同
組

合
を
通
じ
て
C
B
T
の
メ
ン
バ
ー
に
配
分
さ
れ
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

の
構
成
員
で
あ
る
村
民
全
員
に
利
益
を
も
た
ら
す
社
会
環
境
活

動
を
包
括
す
る
村
の
基
金
に
も
分
配
さ
れ
る
。
観
光
か
ら
の
収

入
の
ほ
と
ん
ど
は
、
３
種
類
の
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
料
金

で
あ
る
。
３
種
類
の
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
観
光
客
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
日
帰
り
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
次
に
示

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
０
１
３
年
の
調
査
に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
で
あ
り
、

C
B
T
の
経
営
理
念
を
支
え
て
い
る
茶
文
化
の
商
品
化
の
考
え

方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

１
．
日
帰
り
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
帰
り
旅
行
の
観
光
モ
デ
ル
を
提
供
し
て
い

る
。
滝
の
見
学
、
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
付
き
の
森
林
や
野
生
茶
栽
培

地
域
の
シ
ョ
ー
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
茶
に
関
連
し
た
活
動
参
加
な
ど

で
構
成
さ
れ
、
茶
に
関
連
し
た
活
動
に
は
煎
っ
た
茶
葉
の
ア
ロ
マ
枕

作
り
な
ど
も
あ
り
、
い
つ
も
は
中
国
紅
茶
製
造
に
使
わ
れ
て
い
る

固
い
低
価
値
茶
葉
に
付
加
価
値
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
国
内
と
海
外
の
旅
行
者
で
、
特
に
事
前

の
問
い
合
わ
せ
は
い
ら
な
い
。
国
内
の
旅
行
者
は
ほ
と
ん
ど
直
接
や

っ
て
く
る
が
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
は
ほ
と
ん
ど
が
西
洋
人
で
旅
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行
会
社
か
ら
パッ
ケ
ー
ジ
を
購
入
し
て
い
る
。
直
接
訪
れ
る
旅
行

者
に
は
サ
ー
ビ
ス
料
は
発
生
し
な
い
が
、
旅
行
者
の
消
費
か
ら
村

民
は
直
接
収
益
を
得
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
う
いっ
た
旅
行
者
は

地
域
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
舗
の
得
意
客
に
な
り
、１
日
２
０
０
バ
ー
ツ

（
約
６
０
０
円
）
で
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
を
雇
っ
た
り
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
内
、
村
へ
の
配
分
の

ほ
と
ん
ど
は
旅
行
会
社
か
ら
得
る
こ
と
に
な
る
。

２
．
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
２
種
類
の
ツ
ア
ー
パッ
ケ
ー
ジ
が
あ
り
、
直

接
村
の
担
当
者
を
通
じ
る
か
、
あ
る
い
は
旅
行
代
理
店
を
通
じ
て

の
予
約
が
必
要
で
あ
る
。
１
泊
の
パッ
ケ
ー
ジ
は
３
食
付
き
で
１
人

５
５
０
バ
ー
ツ
（
約
１
６
５
０
円
）
で
あ
り
、
２
泊
の
パッ
ケ
ー
ジ
は

６
食
付
き
で
１
人
９
０
０
バ
ー
ツ
（
約
２
７
０
０
円
）
で
あ
る
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
地
域
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
学
生
ダ
ン
サ
ー
に

よ
る
ラ
ー
ン
ナ
ー
文
化
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
１
０
０
０
バ
ー
ツ
、
約

３
０
０
０
円
）
や
「
バ
イ
ス
リ
ス
ク
ワ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ェル
カ
ム

セ
レ
モ
ニ
ー
（
１
０
０
０
～
１
５
０
０
バ
ー
ツ
、
約
３
０
０
０
～

５
０
０
０
円
）
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
活
動

は
、
野
生
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
地
域
の
観
光
や
、
滝
の
見
学
、
ロ

ー
カ
ル
ガ
イ
ド
が
付
い
た
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
森
林
の
シ
ョ
ー
ト
あ
る
い

は
ロ
ン
グ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
植
樹
、
作
業
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
、
茶

料
理
な
ど
の
体
験
付
き
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
あ
る
い
は
ミ
ヤ
ン
製
法

の
学
習
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
国
内
や

海
外
か
ら
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ス
ト
で
あ
り
、

宿
泊
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
希
望
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。

３
．�ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、国
内
旅
行
者
の
グ
ル
ー
プ
で
、

村
を
通
じ
て
事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
。
学
生
、
教
育
者
、
民

間
あ
る
い
は
行
政
組
織
、
そ
し
て
他
の
村
の
住
民
た
ち
で
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
イ
ン
タ
レ
ス
ト
、
例
え
ば
、
森
林
の
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
の
収
穫
や

製
造
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
あ
る
い
は
観
光
経
営
に
つ
い
て
学
び
た
い

人
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
帰
り
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

の
期
間
で
行
わ
れ
、
１
泊
の
場
合
、
要
望
が
あ
れ
ば
文
化
活
動
も

可
能
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
料
金
は
来
訪
者
の
人
数
と
活

動
内
容
に
よ
る
（
図
２
）。

　

観
光
経
営
は
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
小
水
力
発
電
協
同
組
合
の
取
組
の

一
部
で
あ
る
。
す
べ
て
の
村
民
が
協
同
組
合
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
の
収
益
は
各
世
帯
に
年
次
配
当
の
形
で
公
平
に
分
配

さ
れ
、
観
光
に
関
係
し
て
い
な
い
村
民
に
も
利
益
の
分
配
が
あ
る
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
て
い
る
村
民
は
全
収
益
の
約
60
％
を
得
、
約

40
％
が
村
の
収
益
と
な
り
、
他
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
収
益
に
つ

い
て
は
、
10
％
が
村
の
収
益
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
ツ
ー

基
金
（
20
％
）、
行
政
管
理
基
金
（
25
％
）、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
福

祉
基
金
（
15
％
）、
そ
し
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
委
員
会
補
償
（
10
％
）

で
あ
る
。

　

メ
ー
カ
ム
ポ
ン
小
水
力
発
電
協
同
組
合
基
金
は
多
目
的
の
中
立

的
な
予
算
で
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
振
興
に
使
わ
れ
、
全
世
帯
へ
の

年
次
配
当
も
含
ん
で
い
る
。
村
振
興
基
金
は
全
て
の
開
発
事
業

（
例
え
ば
、
環
境
森
林
保
全
な
ど
）
に
使
用
さ
れ
、
行
政
管
理

基
金
は
村
の
行
政
に
使
用
さ
れ
る
（
例
え
ば
、
広
告
や
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
）。
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
福
祉
基
金
は
健
康
や
教
育
の
た
め

の
補
償
基
金
で
、
加
え
て
村
委
員
会
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
補
償
が

あ
る
。
例
え
ば
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
収
益
の
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
で
は
、
１
泊
２
日
の
パッ
ケ
ー
ジ
１
人
分
で
、
パッ
ケ
ー
ジ
の
代

金
は
５
５
０
バ
ー
ツ
（
約
１
６
５
０
円
）
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
オ
ー
ナ
ー
は
３
５
０
バ
ー
ツ
（
約
１
１
５
０
円
）
を
得
、
村
は

２
０
０
バ
ー
ツ
（
約
６
０
０
円
）
を
受
け
取
る
。
村
に
充
当
さ
れ

た
収
益
は
５
種
類
の
予
算
基
金
に
配
分
さ
れ
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と

地
域
の
人
々
に
還
元
さ
れ
る
（
図
３
）。

　

衰
退
す
る
地
域
の
茶
業
の
再
生
を
、
C
B
T
の
実
施
に
よ
っ
て

成
功
さ
せ
た
茶
栽
培
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
は

海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
農
村
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
発
展
し
て
い

る
。
最
近
で
は
チ
ェン
マ
イ
県
の
援
助
も
あ
っ
て
、
村
は
碁
石
茶
生

リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
創
出
さ
れ
る
利
益
は
村
の
発
展
の
た
め
に

充
当
さ
れ
、
５
種
類
の
予
算
基
金
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
小
水
力
発
電
協
同
組
合
（
30
％
）、
村
振
興

図２　茶文化の商品化に関するツーリズムプログラム
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産
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
高
知
県
大
豊
町
と
連
携
を
計
画
し
て

い
て
、
姉
妹
都
市
と
し
て
相
互
に
発
酵
茶
の
生
産
と
文
化
の
発
展

を
目
指
し
て
い
る
。

２  �

結
論

　

C
B
T
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
小
規
模
な

村
な
ど
に
適
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
C
B
T
の
開
発
は
、
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
経
済
発
展
や
地
域
へ
の
投
資
、
社
会
文
化
的
利
益

や
生
活
の
質
的
向
上
、
そ
し
て
環
境
保
全
と
い
う
利
益
を
も
た

ら
す
。
し
た
が
っ
て
C
B
T
は
経
済
、
社
会
、
環
境
の
持
続
可

能
性
を
も
た
ら
す
効
率
的
な
手
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
茶
栽

培
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
と
っ
て
、
C
B
T
は
茶
文
化
の
商
品
化
の

す
べ
て
の
要
素
を
包
含
し
て
お
り
、
こ
れ
は
メ
ー
カ
ム
ポ
ン
村
の
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。「
ミ
ヤ
ン
」
の
茶
園

は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ス
タ
デ
ィ
ー
の
空
間
と
し
て
用
い
ら
れ
、「
ミ
ヤ

ン
」
の
文
化
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
自
然
発
生
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
ー

と
し
て
商
品
化
さ
れ
た
。
茶
葉
は
、
新
た
に
ア
ロ
マ
茶
枕
と
し
て

観
光
商
品
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
茶
関
連
の
観
光
活
動
は
、

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
よ
う
な
ニッ
チ
市
場
の
グ
ル
ー
プ
に
適
切
な
活

動
と
な
っ
て
い
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）

図３　CBTの概念を支えるメーカムポン村の観光収益管理分配


